
時は、平安時代のことです。帝を悩ます「ぬえ」退治を命ぜられたのが、弓術に長じ、歌

人としても名をあげた源 頼政でした。 

 







 

 



見事、鵺(ぬえ)を退治した手柄により、頼政は、当時美貌で評判の高かった菖蒲の前と結ば

れました。 






